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呼吸器感染症に対するS-1108の 臨床的検討

谷本普一 ・小原一夫 ・立石 修 ・岡村哲夫

東京慈恵会医科大学第四内科*

呼吸器感染症 におけるS-1108の 臨床的有用性を検討 した。

気管支拡張症4例,慢 性気管支炎,肺 気腫の二次感染各2例,気 管支喘息,陳 旧性肺結核の

二次感染各1例 の10例 にS-11081回100mg1日3回 を10日 か ら14日 間投与 し,有 効は8

例であった。細菌学的効果はHaemophizus influenzae 4例,Streptococcus pneumoniae 2

例はすべて除菌できた。副作用,臨 床検査値異常は認められなか った。呼吸器感染症に有用性

の高い経口用抗生剤であると判断 した。
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新 しく開発された経口用セフェム系抗生物質S-1108

を呼吸器感染症に使用 し,そ の臨床的効果および安全

性について検討 した。

対象患者は1990年2月 ～1992年2月 までの間に

当科を受診 し,治 験参加 の同意の得 られ た呼吸器

感染症10例(男 性8例,女 性2例)で,年 齢 は22

～75歳(平 均57歳)に 分布 し,そ の うち60歳 台は

4例,70歳 台 は2例 であ った。疾患 は,気 管支拡張

症4例,慢 性気管支炎2例,肺 気腫の二次感染2例,

気管支喘息および陳旧性肺結核 の二 次感染各1例

であった。検出菌 は気管支拡張症3例 と気管支喘息

の二次感 染1例 にHaemophilus inluenzaeが,

また肺気腫および陳旧性肺結核の二次感染各1例 に

Streptococcus pneumoniaeが それぞれ検出された。

S-1108は いずれ も1回100mgを1日3回 経口投

与させ,投 与 日数は10～14日 間で,1例 を 除きすべ

て14日 間投与症例で,投 与総量は3～4 .2gで あ っ

た。

治療効果判定基準は 「著効」は3日 以内の解熱,7

日以内の菌消失,痰 の性状 改善,痰 量10ml以 下,

CRP1+以 下,白 血球正常化 とし,「 有効」は14日 以

内の菌消失,解 熱,痰 の性状改善,痰 量1段 階以上の

改善,CRP2段 階以上の改善,白 血球正常化 と し,

「やや有効」は上記項 目中3項 目以上の改善がみ られ

た場合とした。

副作用に関 して は,発 熱,発 疹 など随伴症状発現

の有無,検 査所 見に関 して は,血 液,血 液生 化学

な どを本 剤使用の前後 で測定 し,日 本化学 療法学

会副作用判定基準検討委員会報告日に準拠 し,判 定 し

た。

10例 におけ る治療成績 は有効8例,や や有効1

例,無 効1例 であった(Table1)。 疾患別にみると,

慢性気管支炎および気管支拡張症各1例 がそれぞれ無

効およびやや有効であるのを除 き,有 効は気管支拡張

症3例,肺 気腫の二次感染2例,慢 性気管支炎1例,

気 管支喘息および陳旧性肺結核の二次感染各1例 で

あった。

細菌学的効 果は検 出されたH.influenzaeの4

例,S.pneumoniaeの2例 はすべて消失 した。安全

性 に関 しては,10例 全 例に副作用はな く,臨 床検査

値異常 も認められなかった(Table2)。

S-1108は グ ラム陽性菌および緑膿菌を除 く,グ ラ

ム陰性菌に広 く抗菌力を有する新 しい経口用セフェム

剤で,呼 吸器感染症の主要 な起炎菌で あるS.pne-

umoniae, H.influenzae, Moraxella catarrhalis

等 に優れた抗菌力をもっているが2,3),今 回の私共の

呼吸器感染症10例 の うち,8例 が有効であ り,検 出

さ れ たS.pneumoniae(2例),H.influenzae

(4例)は すべて消失 した。また副作用および臨床検

査値異常は1例 も認められず本剤 は安全性の高いもの

と考え られた。

以上より気道感染症を含む呼吸器感染症における今

回の有効性は従来の経 ロセフェム薬の成績と比 して同

等以上のものであると考えられた。
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Table 2. Laboratry findings before and after treatment with S-1108

N.D.: not done
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Clinical studies on S-1108 in respiratory infections
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The clinical efficacy of S-1108 was investigated in 8 male patients and 2 female patients
with respiratory infections. Four patients had bronchiectasis, two had chronic bronchitis,

two had secondary infection of pulmonary empysema and 1 had secondary infection of
bronchial asthma and old tuberculosis. S-1108 was orally administered in a dose of 100
mg t.i.d. for 10 to 14 days. The clinical response to S-1108 was "good" in 8 patients,

"fair" in 1 and "poor" in 1. Bacteriologically, S-1108 eradicated H. influenzae isolated
from 4 patients and S. pneumoniae isolated from 2 patients. None of the patients had

adverse reactions or abnormal laboratory findings.
This study indicates that S-1108 is a useful oral cephem antibiotic in the treatment of

respiratory infections.


